
2021年12月12日(日)
10：00～12：00
JOCA東北(亀塚温泉)　参加者36名

いわぬま創生ラボ
ニュースレター　

「岩沼市全世代活躍できる地域社会プロジェクト」の一環として始まった
『いわぬま創生ラボ』。11/14に第１回目が開催され、第２回目となった
この日は、岩沼市内の名取高等学校の生徒の皆さん16名(！！)が参加し、
30代～40代を中心に10代～70代の幅広い年齢層の方々に参加頂きました‼
　第2回目の目標はズバリ『チーム分け』です。

vol.2

　それを踏まえ、参加者の皆さんには『ありたい地域の未来＝
目標』を書き出してもらい、似た意見の人たちでチームを作り
『ありたい地域の未来＝目標』を言語化するワークショップを
行いました。各グループ活発な議論が交わされ、チーム毎に発
表をしました。　

第3回⽬ 1/16�(⽇)10:00~12:00@JOCA東北(⻲塚温泉)
途中参加も⼤歓迎 ℡0223-36-9851(担当：ｶｻﾀﾞ)に連絡ください 

プログラム
・前回の振り返り
・進め方、目的確認
・チーム分け①
　　個人での作業

・チーム分け②
　　全員でチーム作り

・ワークショップ
　　ありたい地域の未来を　
　　言語化

・各チームの発表！

次回、チーム毎に『ありたい地域の未来』を⽬指して

具体的に何をするべきか議論を深めていきます！！

　冒頭に、参加者の皆さんに今後の進め方も含め、
①ありたい未来(目標)を設定し、②それを現実のものとするた
めに逆算し、③考え行動する『バックキャスティング』という
手法を活用することをお伝えしました。



各チーム「ありたい未来の地域」を言葉にすると

・あいさつをきっかけとしたコミュニケー 

 ションで繋がりを深めよう。

・挨拶をすることによって繋がりを深める

 ⼀歩を踏み出す。

・皆がつながり孤⽴しない、お互い様が当

 たり前なまちにしたい。

・テーマは交流、⼈と⼈のつながり

・今は⼈(⾼校⽣含む)が集まれる場所がな 

 い。

・外に出たら、寄り道できる場所、集まれ

 る場所が幾つもあるまち

・どういうまちを作っていきたいか⼤⼈たち

 と⼀緒に考えられる場所。

・必要な情報以外の情報も⼊ってきて⾃分の

 興味外の事を知り、さらにつながりが増え

 る場所。

・若い⼈が寄り道しながら将来こうなりた

 い！こういうことやってみたい！と思える 

 ような⼈、モノがたくさんあるまち。

・夢を持つことができ、町を歩いて⼥の⼦が

 ⼝説けるようなまち。

・⼤⼈たちがチャレンジできる環境があり、

 チャレンジをどんどんしていって、新しい

 ビジネスや事業がどんどん⽣まれるまち。

・夢ができる＝『都市(まち)とは、その通り

 を歩いていて、1⼈の少年がいつの⽇かな

 りたいと思うモノを感じ取れる場でなくて

 はならない。』(建築家ルイス・カーン)

「つながり」

「寄り道出来るまち」

「口説けるまち」



・畑で収穫したり、⼦どもとお年寄りが集って

 楽しくお喋り、キャッチボールもできちゃ

 う！芋煮や漬物を⾷べながらほっこり笑顔。

 花を育ててインスタ映え〜�みんながイキイキ

 活躍！

・⾼校⽣が遊べる、集える場所がない。⼦供た

 ちの遊ぶ場所も年齢ごとに分けられている。

・⼦供と⼤⼈が気軽に集まれる場所を作りた

 い。そこに⾼校⽣も加わりやすいように。

・⾊々な活動ができる、料理教室や花を植えた

 り、⼼が癒されるような場所。

・インスタ等で多くの⼈に情報を伝える。⾼齢

 の⽅にもスマホの使い⽅教えます。

・挨拶を軸にまちが良くなっていけば。

・挨拶はつながり作りのベースとなるもの。

・その場では挨拶しても、街のどこかで会っ

た時挨拶しにくい、しない。

・けど、何かしら共通点があると挨拶する。

・その共通点を増やす為の⼿段として、⼤⼈

が率先して挨拶。親⼦の⾏事開催。バス停

を起点とした挨拶への仕掛け等。

・⼈と⼈がつながっている事＝地域の⼒

・岩沼の⾃然を知り、⾃然を⾝近に感じ、うまく付

 き合えるまち。

・地域の⼦供から⾼齢者まで顔が⾒えるまち

・防災についての情報がオープンで、いざという時

 に助け合えるまち。

「子どもから
　　おとなまで笑顔」

「あい(愛)のあるさいこう
(最幸)のつながり」

「自然と共存し、災害に強い
安心安全なまち」

以上6チームの「ありたい未来の地域」でした。

次回は各チーム具体的に何をするか

アイデアを考えていきます！楽しみですね！


